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地域支援心理研究センター公開講座（第３回）

「早期から将来につながる特別支援教育のあり方」
－すべての子どもの発達に応じた支援の方法とポイント－

講師：追手門学院大学心理学部教授
橋本　秀美

ご紹介にあずかりました橋本と申します。
どうぞよろしくお願いいたします。

15時までお時間いただきましたので、そ
の時間の中で、私が、皆さんと一緒に考え
たり、お伝えできることがあればと思って
おります。よろしくお願いいたします。

もう１点ですけど、学校や教育委員会や
いろいろなところでお話をさせていただき
ます時に、「先生、事例があったほうがす
ごくよくわかる。特に特別支援教育は、事
例があってよくわかる」ということを言っ
ていただきまして、公開講座等では事例は
できるだけお話ししないというぐあいにし
ているんですけど、今日は、一般的な事例
を最後にお話しできたらと思っています。
よろしくお願いいたします。

テーマは、今ご紹介いただきましたよう
に、「早期から将来につながる特別支援教
育のあり方」ということで、よろしくお願
いいたします。

今回初めて聞いてくださる方のほかは、
特別支援教育ということについてはご理解
いただいていると思うので、念のために、
これまで「特殊教育」と言われていたもの
が、平成15年文科省の最終報告から「特別
支援教育」と言われるようになったという
ことですね。これも念のためですけど、特
別支援教育というものは実際何かというこ
とを簡単に申し上げますと、従来特殊教育
という対象の中で行われてきた、その対象

の子どもたち、LD、ADHD、高機能自閉症
というような通常学級の中で教育を受けて
こられた子どもさんも含めて、個々のニー
ズに合った教育をしようということで、取
り組みが始まったということです。

どういうぐあいに変わったのか、いっぱ
い変わったところがあるんですけど、今言
いましたように、１つは対象が広がったと
いうことです。知的な障害のない、発達障
害の子どもさんにも。それから、もう１つ
は場所ですね。特殊学級と呼ばれていた、
今特別支援学級と呼ばれたりしている、そ
ういう場から幼・小・中・高、全ての学校
のあらゆる場が、その教育の場ということ
で、広がったと考えていただいたらいいと
思います。

これ、少し古くなってきているんですが、
全国大規模調査で。特殊教育の対象の子ど
もさんが全児童・生徒数の大体1.5％。そ
の中で、通常学級に在籍しているLDとか
ADHDとか高機能自閉症という子どもさん
が大体6.3％というのが、大規模調査の結果
です。

現場の先生方や支援の立場でいろいろか
かわってくださっている方々には、校内委
員会というものが設置されたり、コーディ
ネーター、つなぎ役の人が配置されたり、
それから、個別の教育支援計画だったり、
個別指導計画というものの作成そのものが
根づいてきた。専門家チームというような、
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専門家が学校とどうかかわっていくかみた
いなところも変わってきましたということ
ですね。

もう一度まとめ直すと、こういう不登校
とか問題行動、いじめ行動、いろんな問題
が深刻化する中で、学習の面でも課題があ
る、あるいは、適応の困難があるいろんな
子どもさん、発達障害、発達の課題を持っ
ている方、そういう子どもさんへの個別の
ニーズに合った支援というものが、特別支
援教育のあり方として出てきたということ
です。

校内の委員会とかコーディネーターとい
うようなものも、少しずつですが、根づい
てきております。
「個別指導計画と個別の教育支援計画っ

て、どう違うんですか」と、時々ご質問が
あったりするので、時間があればちょっと
お話ししたいと思います。

学校現場のいろいろな取り組みを、一次
的、二次的、三次的というぐあいに、どう
いう広がりを対象にしていくかと考えてい
った時に、開発的生徒指導、これは全ての
子どもさんですね、こういう子どもさんへ
の教育。それから、二次的、予防的生徒指導、
そして三次的、直接何か問題が起きて、抱
えている困っているという子たちへの対応。
実際、現場では、一番困っていることから、
緊急性があって取り組みますので、第三次、
今問題を抱えている子どもさんへの対応が
優先されるということがあるわけですが、
実は、予防的だったり開発的だったりとい
う、そういう取り組みそのものもふだんか
らしておくことが大切だということで、ち
ょっとだけお話ができたらなと思います。

これも、お話を聞かれたりお勉強をして
いただいたりしている方には、単なる復習
になるんですけど、一般的に、広汎性発達
障害、ちょっと細かい話をしますと、ＤＳ
Ｍ-Ⅳ-ＴＲという、今使われているアメリ

カの精神学会の診断基準が、「５（five）」
といって、１つバージョンアップしたのが
出まして、５月に出たのを今日本語に訳し
ているところです。昔、「自閉症スペクト
ラム」と表記されていたのが、今「広汎性
発達障害」で大分落ちついてきたんですけ
ど、またこれ、「自閉症スペクトラム」と
いう呼び方に変わっていくという部分があ
ります。

なので、混乱を招きやすくて、わかりに
くいということが起こってくるんかもしれ
ませんが、現場だったら、その当時のどの
診断基準で診断をされて、それを親御さん
が学校現場やいろいろな現場に持ってこら
れるかということも、影響してくると思い
ます。ちょっと片隅に入れておいていただ
くと、この時期だったらこうだなというこ
とで参考にして頂けたらと思います。

知的な部分で見ていくと、高機能と言わ
れるアスペルガー症候群。高機能の自閉症
と言われる部分から、知的の少しおくれを
伴う自閉症という形。知的な部分の遅滞が
ない、いわゆるボーダーよりも上のところ
にADHD、学習障害という診断がありまし
て、…?…。

いろんな見方で見た図を持ってきて、ど
の図で見ていただくと一番わかりやすいか
と。図をつくるのが下手なんですが、もう
ちょっと違う図をつくってみたんです。こ
こがボーダーって言われるところとすると、
それよりも高い。それを高機能と今言って
いるわけですね。でも、高機能ということ
ばの意味は「すごく機能が高いです」とい
う意味じゃなくて、「遅れがありません」
というのを高機能と言っています。また軽
度という呼び方についても、自閉症を、軽
度、中度、重度と分けるときの軽度という
言葉と、軽度広汎性発達障害という時に使
われているものが混在してしまうので、判
り難いということが起こってきます。高機
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能自閉症という呼び名のときは、知的な遅
れがありません。

こ の 仲 間 に、 ア ス ペ ル ガ ー 症 候 群、
ADHD、LD、これは自閉症の仲間じゃない
ですね。三つ組みの障害と言われて、自閉
症の３つの苦手な部分の特性の中で、対人
関係、コミュニケーション、こだわりとす
ると、このコミュニケーションのところの
苦手さがない人が、このアスペルガー症候
群という中に入ってきます。対人関係とこ
だわりという特性を持っています。基本的
なことですが、念のために。

この図は、学習というものは、「読み」「書
く」「聞く」「話す」「計算する」という知
的な機能の部分と、「注意を向ける」「集中
する」「意欲を持つ」という学習の態勢か
らできていますということですね。

自治体や教育委員会では、いろんな取り
組みをしてきている中で、発達的なアンバ
ランスと発達障害の関係、今申し上げまし
たようにコミュニケーション能力というと
ころで見ていくと、広汎性発達障害、PDD。
注意集中であったり衝動抑制であったり、
ここのところでADHD、学習の能力の、学
習障害と言われるLD。とっても大ざっぱ
な分け方なんですけど。細かい話をする
といっぱいあるんですが。以前は、例えば
ADHDと広汎性発達障害というような並記
をしなかったわけですが、今は両方伴って
いますという見方をしますので、こういう
のを見ていただいたらと思います。

さっき申し上げましたように、診断基準
には、ＤＳＭ-Ⅳ-ＴＲ、これが５に改訂さ
れましたとか、もう１つ、ＩＣＤ-10とい
うのがありまして、大体この２つで診断基
準ができています。発達に関しては、ＩＣ
Ｄ-10のほうが詳しいんですけど、それを
発達の偏りと知的な発達という双方向で見
ていくとわかりやすいかなという感じがし
ます。

ここから学校現場の取り組みのところに
入っていきたいんですけど、特別支援教育、
発達障害あるいは発達の課題を持たれる子
どもさんに、どういうような学校の環境
をつくっていったらいいのかなということ、
これが早期からの取り組みの１つにつなが
ってくるところと考えているんです。不登
校の子どもさんとか、いろいろな支援をし
て元気になってもらって、学校復帰だけが
目的ではないですけど、学校に復帰もして
いっていただく。そういう中で、学校に、
まだ断続的だけど１、２時間だけクラスに
入れるなとか、週のうちに１日だけ行け
るなとか、そういう段階の時に起こること
があるんです。長期に休んでいて、ものす
ごく久々に教室に行ってみようという時に、
登校しますと、隣の子どもさんが１、２㎝
知らぬ間に机を離したとか、あるいは「え
っ、何で来たん」とか「何で休んでたん」
というような言葉かけを受けたりして、何
とか少しずつ回復していたんだけど、がく
っとまた行けなくなっちゃう。よくそうい
うことを経験します。そういう時に、クラ
スで、その子どもさんの理解とか共感とか、
場合によっては思いやりとかをちゃんと育
てていくことも大事なんですけれど、その
子どもさんだけにじゃなくて、そのクラス
の誰がどういう状況であっても、そういう
ものを理解したり受け入れたり助け合った
りする、そういう土壌をつくっていくこと
が非常に大事になってきます。特別な、何
かみんなとちょっと違うとか、そういう部
分を持っている子どもさんを排除しない学
級の文化、環境、風土、そういうものをつ
くっていくということは、すごく大事かな
と。それがあって、いわゆる特別支援教育
そのものが、いろいろな形で理解されてい
くと思っています。

いろんな例があって。中学校で音楽会が
あって、特別支援学級の子どもさんが一生
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懸命練習してきて、一生懸命そこで演奏し
たんですね。そうすると、クスクスと、い
っぱい笑いが起こって、たまたま子どもさ
んの学年からいっぱい笑いが起こって。そ
の子どもさんじゃなくて、同じクラスの別
の子どもさんが、「何でみんな笑うんや」
と後で先生に聞いたら、「いや、あれは笑
ってたんじゃなくて、みんなの愛情や」と
先生が説明された。先生は、本当にどう説
明したらいいかなと困られて、そういう説
明されたんだけど、その特別支援学級の子
どもさんは、そのことが納得できなくて、
それでお母さんに「こんなのおかしい」と
訴えてお母さんから先生に話があってとい
う形で、私に相談受けたりしました。

そういう時に、さっき申し上げましたよ
うに、その子どもさんが一生懸命すればす
るほど、少しみんなとやり方が違うんです
ね、そこのところをみんながクスクスと笑
っちゃった。人のそういう違う行動や特性
について笑うんじゃなくて一人一人の個性
を認めたり受け入れることの大切さ、それ
を奇妙とか嘲笑とかということにつながっ
ていかないように学年でちゃんとしてもら
ったとか、そういう例もあったりします。

いろんなところでたくさん例はあると思
うんですけど、ある子どもさんは、小学校
のときに、クラスでの全体学習には適応で
きず高学年から学習がしんどくて、ずっと
とり出しで勉強を見てもらってたんですね。
それで、中学校へ行って、いよいよ学級で
授業を受けるのがとてもつらくなって、不
登校になってしまったわけです。半年以上
学校に来れない状態が続いて、特別支援学
級のほうに次の学年から変わろうかなとい
う話が出たわけですね。親御さんも先生方
もそういうぐあいに考えられ、アセスメン
トからしても、まずそれが一番となったわ
けです。でも、その子どもさんは、どうし
ても嫌だと。私、ここで言葉にしていいの

かどうかわからないんですけど、子どもた
ちが特別に呼ぶ言葉があるんですね。そう
いうぐあいに、○○と呼ばれるというので、
自分は絶対嫌だと。だけれど、実際、不
登校が続いていて、この人は特別支援学
級での個別の学習支援を必要としていてい
て、ニーズに合った教育ということで、半
年ぐらいかけて、その子どもさんが、親子
の話し合いをして、子どもさんと、スクー
ルカウンセリングとか、いろんなことを経
て、すごく条件つきで、自分がその学級に
行っているときは絶対にわからないように
するとか、全体でみんなに紹介するときに
は、絶対自分の紹介をしないでほしいとか、
いろんな条件つきで特別支援学級に入級し
ました。実際には、卒業まで３年間、特別
支援学級での支援を受けることができたと
いうことにはとても意味があって、自分の
得意な分野の方へ進路をとっていったとい
う例もあったりします。

なので、学校現場で、特別支援学級とか
特別支援教育といっても、本当に子どもた
ちのいろんな思い、そして、どんなにそう
いう風土をつくっていったとしても、いろ
んな起こってくることがある。そんな中で
どうするかという問題に、多分現場の先生
方は直面しておられると。

さっき申し上げた、全ての子どもたちへ
の支援があり、これが表に出てきた方法で
すね。気になる子どもさんには、集団の中
でプラスアルファどうしていくか、そして、
要支援の子どもさんには、特性に応じた対
応をするかということになります。

通常、私たち専門家チームあるいはカウ
ンセリングの立場からお願いするのは、特
に特別支援が必要だという子どもさんは、
できるだけ一番前の端っことかに席をとっ
ていただいて、そうすると、先生は全体に
インフォメーションして、その後に、もう
一度その子のことを確認したり、その子が
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ちょっと聞き取れないとか、耳からの聞き
取りがとっても苦手な人がいますので、そ
ういうときにちょっと指し示してあげると
か、そういうようなことができるので、そ
ういうちょっとした工夫なんかもあります。

最近は、学級の中に３人も４人も多動の
子がいるのも珍しくないんですよね。実際
にそういう環境調整をするのもなかなか難
しいとも、ご相談の中では聞くんですけど。

みんなの全体指導するときに、今申し上
げた、ちょっとプラスアルファの指導をし
ながら、実は三次的、特別なニーズに対し
てもやっていくという、こういう３段階の
指導を行っていくということになります。

とても大切だと思っていることは、実態
把握ですね。その子どもさんがある問題行
動をした時に、この子どもさんはどういう
特性を持っておられ、どういうことが要因
になって、今この行動には何がつながって
きているか、そういうことを把握していく。
これなしには、支援の方針がまず決まらな
いですよね。それが大事だなと。

一般的に、みんなとこういうことが違う
んだとか、家庭の中でこうなんです、人間
関係こうなんですと。でも、これだけでは
アセスメントできないんですね。その子が、
学校で対応できる状況なのか、あるいは特
別の専門機関などに協力を依頼する必要
があるのか、連携する必要があるのかとか、
そういうことを総合的に考えていきます。

ここの部分もお話ししていると長くなっ
てしまうので、割愛しながらお話ししてい
るんですけど、学校の現場の先生方が、恐
らく、発達の特性あるいは偏りがあるだろ
うから、発達検査や、場合によっては医学
的な検査や、そういうものが必要だなと思
われた時に、なかなか親御さんとそのお話
ができないということをご相談されること
があります。その子の幸せ、その子に最も
何が必要で、どういうことがこの子の将来

につながっていくのかという思いは同じで
すので、具体的に、一つ一つのことをお互
いに話して、その中で大抵はつながってい
くということを、私たちはや行っていきま
す。

朝何時に起きて、どんな生活をして、い
ろんな話をお聞きしたり、いろんな中から、
「あっ、ここが困っているんだな」と、親
御さんがいっぱい困っておられることがあ
るので、学校で何か問題があるから指摘を
されているんじゃなくて、この子のために
何が一番いいかというところの共通点でつ
ながっていくという感じで一緒に考えてい
けたらと思います。

実際、いろんなことがありますね。さま
ざまなことが起こってくると思うんですけ
ど、学習面に課題があると。やる気がない、
意欲がない、学習態度ができていないとい
うぐあいに、まず思ってしまうということ
がありがちかもしれないけど、もしかした
ら、聞くだけでは非常に処理が苦手なため
に、難しいために、意欲がないというぐあ
いに見えてしまっているのかもしれないし、
場合によっては、読みの困難があるので文
章が進まなくって、怠けているというぐあ
いに見えてしまうという場合もあるかもし
れません。これが学習面の実態把握という
ことですね。これのヒントになるのが、日
常の観察ですね。それにプラス発達検査だ
ったり、そういうものが必要になってくる
ことがあります。今申し上げたように、連
携して、その子どもさんにどういう特別支
援教育を提供したらいいのかということを
考えていくということにつながっていきま
す。

思いついたものだけ挙げているんですけ
ど。板書で、黒板を写すのが遅い。遅いと
いうことは、大抵嫌になってしないんです
ね。もう放り投げちゃって。そうすると、
みんなが書いているときに放り投げている
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と、要らんことし出したり、何か違う行動
が起こってくる。怠けていると見えてしま
うかもしれないけど、視覚記憶が弱いのか
なとか、見えたものを書いていくというと
ころの不器用さかもしれないとか、いろん
な要素が考えられますね。

一旦仮説を立てて。仮説を立てるときに
大切なのは、可能性があれば、可能性は全
部仮説として立てるということですね。最
初にこれに違いないと、占い師のように。
もし、占い師の方がいらっしゃったら、今
のは忘れてください。これに違いないとい
うんじゃなくて、可能性としてあれば、ま
ずそこから見ていくということですね。整
理が苦手とか忘れ物が多いとか提出期限が
守れない、こういうのもどういう特性から
来ているのかということを。最近は、先生
が現場で目安に使えるチェック表、あるい
は医療とか心理の現場でも、ADHDの可能
性としてはどうかなというようなスクリー
ニングのチェック表みたいなのが結構あり
ますので、そういうのを使ってみるのも１
つの案です。

ただ気をつけないといけないのは、何点
以上とかというと、もうその点より上だっ
たら絶対そうだとか、下だったらこうだで
はなくて、必ずいろんな角度からの方法を
幾通りかして、アセスメントしていくとい
うことが大切になります。余りにもチェッ
ク表とかに頼ってしまうと、不快な思いを
してしまうということもあります。

教室を飛び出すとかという場合も、もし
かしたら状況認知が悪くて、いわゆる社会
的な部分、社会性ですね、こういう部分に
発達の偏りがあるのかもしれないし、いろ
んなところで見ていくということが必要に
なります。

SST、ソーシャルスキルトレーニングと
言われるものが、非常に普及すると言った
ら変な言い方ですけど、公的機関だけじゃ

なくて、今いろんなところでそういうこと
をしていただけるところが増えていて、い
ろんな困っている状態を持っている親御さ
んや子どもさんにはありがたいことだなと
思うんですけど。私たちもそういうことを
１つの道具として使ってやるわけですけど、
その時に学校現場あるいはいろんな現場で
感じておられることは、恐らく、専門機関
でSSTをしてもらったときに、学校の現場
あるいは家庭ですね、それがどう位置づけ
られてつながってくるのかということです
ね。例えばTEACCHプログラム。よくで
きたプログラムですが、同じような環境や
行動の枠組みは学校の中につくっていない
わけですよね。違う構造の中で、ソーシャ
ルスキルトレーニングとしてやったものが、
どういうぐあいに位置づけられて、その子
がうまく使いこなすというか適応していけ
るのかと、そこが多分課題というか、そこ
を具体的にしていただいたらというぐあい
に思います。

これは、私が今とても感じていることな
んですけど、SST、ソーシャルスキルトレ
ーニングと言われるそのものは、特別支援
教育という対象の子どもさんだけじゃなく
て、学級の全体の社会性の発達とか、そう
いうことに取り入れていくということは、
とても有効なんじゃないかなと思います。
さっきも例で挙げましたように、いろんな
特性を持っておられる子どもさんを、学
級のほかの子どもさんがどうかかわったり、
どう受け入れていったりするかというとこ
ろで、対人スキルもそうですが、学級全体
にソーシャルスキルということが少しずつ
根づいていくことによって、学級全体の環
境が、その子どもさんにもとても優しい環
境になる。そして、全ての子どもさんに優
しい環境になるということが大切だなと思
います。

私たちは、「優しい環境」という言葉を
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使うんですけど、この「優しい」は、いわ
ゆる「簡単だ」という「易しい」じゃなくて、
その子の非常に苦手なところとかにストレ
スをかけない、そういう優しい環境。それ
は、クラスの全員の子どもさんは、それぞ
れ持っておられる特性は違うわけですから、
どの子どもさんにもそういうことが通じて
いく、目指すはそういうところかなと思い
ます。

１つ例を挙げると、ソーシャルスキルト
レーニングの中で、こういうときは謝りま
しょうとか、とっても上手に謝れるし、上
手に謝ってもらえる、とっても適切にでき
る。だけど、学校現場であるいは友達との
いろんな生活場面で、何か起こった時に絶
対に謝れない、ということが起こってきま
すね、そういう子どもさん。多分いろんな
要因があるんだけど、非常に勝ち負けだけ
にこだわっちゃうとかあるいは人の感情が
読み取りにくいとか。いろんな特性によっ
て、その時の感情が相手をまず非難して攻
撃してしまうとか、とっても場に適さない
ような謝罪の仕方をしてしまうということ
につながってくる。なので、ソーシャルス
キルトレーニングのスキル場面、それが生
活場面につながっていくということが一つ
の課題としてありますよね。

実際にはなかなか難しいかもわかりませ
んが、相手の立場に立つ。これ、共感性と
いうものですけど、相手の気持ちに近いこ
とに共感ができない、こういうところを育
てていけることが大事なのかなと思ってい
ます。個性を尊重し、多様性を受け入れ、
そして思いやり、助け合い、どうやって生
まれるかわかりませんが、実際に４月にス
タートする時から、そのことに少しずつ取
り組んでいくのといかないのとはすごく違
うなというのはあります。

専門家チーム、呼び名はいろいろあって
も、ほとんどの自治体ではこういうものを

つくっていますので、活用していく。私も
専門家チームということで依頼があると、
ある学校の現場で、例えば子どもさんの観
察、お母さん、お父さん、御家族との面談
をします。それから、先生方に、コンサル
テーションといって、具体的な指導方法な
どについてお話をして、場合によっては、
発達検査とかアセスメントが必要な場合は、
そこのところもお話する。相談を受けたり、
今後の見通しを一緒に立てたり、こういう
ものが今随分つながっていくようになりま
したので、そういうものを活用していただ
くということ。

適正就学といいまして、どこでその子が
教育を受けるかというお話をしましたが、
そういうものをどこの自治体も、呼び名は
いろいろありますが、適正就学というよう
な形で、ここで判断というか、専門家が入
ってやるわけですけど、最終的には親御さ
んの意向であったり、あるいはいろんな諸
条件で、一人一人の子どもさんがどこで教
育を受けるかということを検討していきま
す。

20年近くずっとかかわっているんですけ
ど、「特別支援、発達障害の子どもさんて、
増えたんですか」と質問を受けることがあ
るんですけど、実際の数値がどうかという
ことじゃなくて、いろいろな特性をどうい
う角度で見ていくか、方法であったり視点
だったり広がりであったり、あるいは、機
会がふえることによって、取り組み方ある
いはいろんな可能性の中に上がってくるも
のが増えているわけで、実際に発生率がど
うですかとかいうこととは少し違うところ
もあります。

誰が何に参加していくかということです
けど、支援会議と呼ばれたりチーム会議と
呼ばれたり、さまざま呼び方があるんです
けど、学校現場の管理職の先生だったり、
特別支援学級の先生だったり、コーディネ
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ーターだったり、中学だったら各教科の先
生だったり、いろんな関係の方、場合によ
っては、地域でいろんな支援をしてくださ
っている方あるいは専門機関の方、そして、
スクールカウンセラーだったり、一緒に、
どうしていったらいいかっていう検討会議
みたいなものも、少しずつ増えてきている
わけです。

実際に体験した例を挙げると、一つの例
は、とてもお母さんが不安を持っておられ
たんですね。中学校の場合だと、教科ごと
に先生が変わるので、どれだけ自分の子ど
ものことをわかって対応してくださってい
るかと、不安と同時に不信感とかにもつな
がっていく。そういう状況の時に、支援会
議を行いました。こんなにたくさん入って
支援会議をするってどうかなと思ったんだ
けど、関係の先生方全て出てくださって、
それぞれ「私は、こういうぐあいに、この
子のことをこう捉えて、こうしています」
と一人ずつお話をしてくださって、お母さ
んは不安が払拭されて、信頼関係が築けた
ということを聞いたりします。いろんな立
場の人が連携できているということが大事
だなと思います。

大ざっぱに言うと、地域でその人の生涯
プラン、その地域の福祉、医療、労働、教
育を初め、全てつながった、個別の教育支
援計画。個別の指導計画というのは、今学
校でどのような指導をしますというような、
その子の指導目標とか内容とか方向とかを
決めていきます。この２本立てがあります。
ただ、個別の指導計画そのものは、本来は、
スタートするときにできて、そして見直し
をしながらやっていくとか、そういうぐあ
いに見直しをしながらやっていくというこ
とです。

先生、場合によってはスクールカウンセ
ラーだったり専門機関だったり、そして保
護者の方だったりが、一緒に個別の指導計

画なんかもつくっていくことによって、い
ろんな専門家や学校や家庭がつながってい
く。

気になる行動のところの話なんですが、
時間が許す範囲で簡単にだけ。もしお話を
聞いてくださった方がおられましたら、ち
ょっとお話が重なっているかもわからない
ですけれども、もう一回ちょっとお話しま
す。

ADHDそのものは、衝動性とか興奮性と
かが非常に目立っているわけですけど、全
てにそうですが、苦手だったりうまくいか
ないことにまず注目するんじゃなくて、好
ましい行動のほうに注目しましょうという
のが基本ですね。不注意の人というのは、
それだけひらめきがあったりするというと
ころを見ていく。多動性というのは、じっ
としていられないと。でも、この人たち
は、非常に多弁の人だったらスピーチだっ
たり、多動の人だったらスポーツだったり、
いろんなところを伸ばしていくということ
があります。衝動性は適切な行動をとると
いうことさえ身につけば、恐らく実行力と
いうようなことにつながる。多動性は、多
動が中核のADHDの方を除いても、広汎性
発達障害の方も含めて、さまざまな環境で
多動になることありますよね。いろんなケ
ースで、多動性というのはみなさんお出会
いになると思うんですけど、多動が中核の
ADHDの方以外は、４年５年６年あたりの
ところで大体落ち着いてきますね。中学生
ぐらいになると、それが中核の方を除けば、
多動というのは、徐々に終息していきます。

実際に手助けをどういうぐあいにしたら
いいかということなんですけど。忘れ物ば
っかりする。忘れ物をしたら自分だけそれ
ができないという経験をさせたら、頭を
打って、頭を冷やして、気づいて、忘れ物
をしないようにするんじゃないかと考え
て、忘れ物をしたときは、「１時間じっと
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していなさい」という指導というか、対
応をした。忘れ物をして不自由をした、だ
から、忘れ物をしないようにしようという
ことができる場合はどうでしょうか、忘れ
物はしないわけですから。この忘れをする
という背景にあるこの人の特性を考えると、
忘れ物をしたときに、場合によっては、ち
ゃんと学校に準備をしておいて、それを使
う。そうすると、忘れ物をすることより
も、しないでちゃんとできたことが、どん
なにいい気持ちなんだろうとか、そういう
よい体験を重ねていくことによって、少し
ずつできるようになるという考え方のほう
が、その子の特性に合った考え方にはなり
ます。ただ、個々にケースが違うので、「じ
ゃあ、こういう場合どうするんだ」という
ことになると、今それぞれのケースについ
てはお話しできませんが、基本はそういう
ことになります。

さらに言えば、しない工夫をするわけで
すから、小学生とかだったら連絡帳書きま
すよね。連絡帳がまず書けるということで
すね。連絡帳を書いていれば、お母さんは、
少なくとも、あした何が要りますとか、き
ょうの宿題は何ですということがわかるわ
けなので、忘れ物をしない工夫を家でする
ことができますね。家でする工夫は、どう
いうぐあいにするかということがあるんで
すけれど。叱責しても叱責してもできるよ
うにならないので、持っていくものと持っ
て帰ったものは大きく色分けした違う箱に
入れますとか、その子にとって苦手でもで
きる方法をうまく取り入れながらとか、そ
れもケースバイケースですけど、忘れ物を
しない工夫をする。忘れ物をしない工夫を
することによって、忘れ物をしない体験を
その人は積み重ねっていって、忘れ物をし
ないということには、とても気持ちがいい
ことを知り、いろんなところで工夫をして
いくことになります。

視覚で、目に入るものが整理ができない、
視覚認知のところの特性のある方だった
ら、要らないものは見えないように、カー
テンをちょっと引けばいいようにしてあげ
る。ルールのところですけど、発達障害と
かその部分だけにかかわらず、例えば、ゲ
ーム漬けになる。ゲーム漬けになって、一
日中朝から晩までしてる。「どうしたいい
ですか」と。１年ぐらいなってしまって、
24時間のうち、寝たり起きたりしながら４
時間ぐらい寝るとしてあとの時間ずっとや
ってますと。今はオンラインで、制約が効
かないような環境がありますから、じゃあ、
どうするかと。そういう時点で、ご相談に
来られたりする時もあるんですけど、行動
療法的というか、少しずつ段階的にやって
いくということになるわけですけど、そう
いう段階であれば、大基本は、守れるルー
ルをつくるということですね。親が、「せ
めてこのあたりまで」という設定が、子ど
もにとっては守れないものであれば、これ
は破っていくという経験を繰り返すだけに
なって。破っていくと、褒めてあげたくて
も叱らないといけないという悪循環が生ま
れてくる。まずは、守れるルールをつくっ
ていく。その時に、子どもの気持ちや考え
や、できることできないことも含めて聞い
てあげながらつくる。守れるものが守れた
ら、一つずつ段階的にやっていきます。

跳び箱を１段跳んだら、すぐ２段にやり
なさい、すぐ３段にやりなさいとやってい
くのは、段階的にやっているようなんだけ
ど、１段跳んで２段ぐらいまでは、もしか
したらできるかもわからないですけど。１
段跳んだときに、もう何回も１段跳んでい
ると、大抵はもうちょっと跳びたくなりま
すよね。そうやって、子どもがもう少し成
長したいなとか、もうちょっとチャレンジ
したいなという段階をつくっていくという
のも大事です。、大人の側が「これ、次、これ、
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これ」と、できない設定をしてしまうと、
そのルールの意味がなくなってくるという
ことがあります。

10年ぐらい前だと、ゲーム漬けになって
立ち直ってくれた子どもさんに、「こうい
う人がいるんだけど、どうしたらいいか
な」と、経験者でいろいろ話すと、「いや、
先生、そんなん簡単ですよ」って。「新し
い攻略本買うのをやめたらいいですよ」と
か、そんな時代もあったんですが、今はそ
ういうものを買わなくても手に入りますし、
まして、昔だったら、逆に、そういうもの
を手に入れないとできなかったんで、引き
こもりで家にいる子どもさんが、それ欲し
さに出ていくとか、いろんなことがあった
んですけど、この時代、ネットの普及でい
ろんなことが変わっていますので、それに
応じて考えていくということになります。

この話を大学でしていいのかわかりませ
んが、大学生の方でも、何かめちゃくちゃ
大きい声でしゃべり続けているけど気づか
ないとか、時々そういう方に会ったりしま
すけど、「あなた、10段階でどれぐらいの声
で話してると思う？」と言ったら、「いや、
２ぐらいで」と言って、周りが「それはな
いやろう」とか言って、自分が今とってい
る行動そのものが自覚できないということ
があったりします。特に、そういうことの
苦手な子どもさんの場合だったら、自分の
心の中で言っているのは０ですよね、ちょ
っと隣の人に言うのは１ですよね、ちょっ
と離れた人にぐらいだったら２で、全体に
言うのは３ぐらいとか、ボリュームを少し
わかりやすくつけてあげて、「今、どれぐ
らい」とか言ってあげるとか、そういうぐ
あいに示してあげることも大切です。

ADHDの話をしていましたが、広汎性発
達障害も、見通しとかスケジュール、予定
の変更にとっても弱いということはよくあ
るんで、予定の変更は基本はしないと。で

も、学校現場って、急に時間割が変わっ
たりとか、いろんなことが起こるんです
ね。まず本人にも、「こうこう、こういう
予定でやります。でも、毎日の予定の中に
は、もしかしたら時々変わることがありま
す」と、そこの説明を事前に。「でも、変
わったときは、こういう方法であなたに知
らせます」「できるだけ早く知らせます」と。
それもできないこともあるので、本当にそ
の場合は、突然変わって本人がびっくりす
るんじゃなくて、全力で知らせてあげると
いうことをする必要があります。そういう
ことを少し配慮するかどうかで随分変わっ
てきます。

入学式でも、果たして全体の中で、式の
間ちゃんと集団行動がとれるだろうかと
か、いろんな不安があったりすると思いま
す。前もって、１、２週間かけていろんな
シミュレーションして、「こういう場合は
こうだよ」とか、そういう形で提示してあ
げたりすることによって、かなり回避され
る。突発的トラウマといいますか、大きな
失敗をしちゃうと、そこのところの傷がず
っとひっかかって、その子のそれからの何
年にもわたる行動だったり、心の問題にか
かわってくるということがあるので、大き
な失敗はしないように回避するように、事
前にいろいろな環境を調整してあげるとい
うことが大事だと思います。なので、一か
八かとか、出たとこ勝負とか、こういうこ
とを基本的にはしないということを、基本
にしてもらったらいいと思います。

さっき言いました、いろんな好きなこと、
得意なことができていくと、どんなに違う
かというので、ちょっと時間とって、お話
します。

３時にお話を終わるようにということな
ので、先に言いました事例のお話をちょっ
とだけ入れたいので、かなり飛ばして、事
例のお話をしたいと思います。
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その前に、例えばという話で、１つだけ。
いろんな長所を生かして、本人にいろん

なことをやってもらうというときに、例え
ば、子どもの自主性に任せます。大まかに
指示する、嫌がってもやらせる、これも絶
対よくないのわかりますよね。どうしたら
いいかというと、守るべきことをちゃんと
伝えておいてあげる、役割をはっきりして
おいてあげる。そして、できたら必ず評価
してあげるということですね。でも、どう
やって、こんな中で自尊感情を育てていく
か。例えば、今日廊下の掃除をしますとい
う時でも、今日はここからここまで、この
範囲をしますと。掃除箱からまず箒を出し
ておきます。ここから始めてここで終わり
ます。この範囲が終わったら、掃除箱から
ちり取りを持ってきます。ちり取りとほう
きを持ってごみを入れます。ごみが集まっ
たら、ほうきをまず置きます。ほうきを置
いて、ちり取りだけを持って、ごみ箱に入
れます。これは、あくまで例ですけど、こ
ういうぐあいに、一つ一つのことを本人の
自主性に任せるということが、もちろんそ
れでうまくいく人はそれでいいんですけれ
ど、苦手な場合は、こういうことをきちっ
と示してあげることによって、掃除時間中
に暴れ回るとかしていても、できるように
なるということは出てきてています。

パニックの対応については、時間がない
ので、１つだけ。

私、その子どもさんたちと一緒にお話し
をしながら、例えば「ああ、もうだめ」っ
て思ったら、こういうサインしますとか、
先生に札をこうやって見せますとか、いろ
んなことをしながら。私、一応科学者の端
くれのはずなのに変なことを言うんですけ
ど、お守りとかおまじないとか、とっても
役に立ちますというのがあって。いろんな
ことをしながら、「もう、ああ、だめ」と
いう時は、必ずあるんですね、小さいとき

から。何か知らないけど、こういうお人形
をいつも持っているとか、何かいつもここ
をかじっているとか、学校でもできること
があれば、落ちつくための方法として、そ
ういうもの使うこともあります。大きなも
のからだんだん小さくしていくとか、そう
いうようなことができるわけですけど、そ
ういうぐあいに、過ごしやすい環境をつ
くったり、安全で穏やかな環境や、ルール、
指針を明確にしてやっていくとか。

優しい環境というのは、安全で穏やかだ
ったり、予測できる環境であったり。そし
て、長所を活かしたり、当たり前のことば
っかり書いているんですけど。大人が理解
できずにやってしまうのが、子どもが大人
を試す行動ですよね、わざとやっていると
思って、本気になって怒ってしまうという
ことがあるんですけど。試し行動でも、こ
んなことをすれば周りが困るであろうとい
う認識が不足している場合もあるかもしれ
ないですし、愛情確認というか、そこの部
分が強く出ていれば、そういうことをする
場合もあるので、全体にそういうところを
見てあげると、ずいぶん変わる可能性があ
るというお話です。

パニックは、どういう機会に爆発します
かというと、ここに示してあるのは、今日
はレジリエンスの話はしていないですけど、
いろんなことに直面した時に、そこに対応
できる力ですね。できたことを褒めたり評
価してあげることによって、それがついて
きて、そうすると、違うことに出合っても
適応できる、だんだんできることが増えて
くるというのが基本的な考え方。

どうしてもこういう連鎖が起こってきま
すよね。小さいときからいろいろ指示して
もうまくいかない。試し行動も含めて、不
可解だったりあるいは不愉快だったり、い
ろんな信じられない行動をとるということ
で、ついつい怒ってしまう。そうすると、
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ますますうまくいかないで、さらに怒る。
これがいろんな連鎖となって、いわゆるネ
グレクトというか、あるいは虐待というよ
うなことにつながっていくこともあります。

軽度と書いてあるのは高機能のことです。
軽度の発達障害の方の場合は、発達のでこ
ぼこというか、特に広汎性発達障害とかの
子どもさんはでこぼこが大きいですから。
多動の方で、言葉のところだけがすごくで
きる。そこを見ているので、こんなにでき
るのにここは怠けてるんやろとか見てしま
うと、また叱ってしまう。だけど、でこぼ
こがあるということを理解してあげること
によって、大人もかなり対応が冷静にでき
るということですね。

時間はわずかなんですが、事例のところ
で、少し時間をください。

アスペルガー症候群の子どもさんは、１
年生のときから多動で、教室の全部の机の
上をずっと跳んでおられるんですが、なぜ
か誰の手も踏まない、教科書一つ踏まない。
だあっと。それでずっと１年から過ごして、
１年の終わりぐらいに、教育委員会に学校
から依頼があって、それで、一度観察に行
きました。これは個別の支援が要るなとい
うことで、個別支援を１年生から中３まで
ずっと続けまして、小学校４年までは通常
学級で過ごして、高学年から特別支援学
級、中学は特別支援学級。この人は、恐ら
く多動のところは中核でないので、だんだ
ん落ちついてきて。ただ、支援でついてく
れた学生さんや院生さんたちも本当に大変
で、１分、２分しか教室にいない。ビュー
っと飛びだしたら、ずっと水をまいている
か、虫とりをしてるか、とにかくそんな感
じだったんです。でも、「30分たったら１
回だけ戻りましょう」というところから始
めて、小学校の高学年ぐらいではほとんど
教室におれるようになって、中学校は、と
っても理科が好きで、そこから交流（通常）

学級での授業から始めて、次第に社会、数
学･･･と交流での科目が増えて、普通高校
に進学して自分の好きな進路のほうに進ま
れました。

ここから学んだことは、やはり早期介入
が大事だなということと、お母さんのカウ
ンセリングで支えるということで。８年間
ずっと一緒に考えながら、具体的な方法を、
支援をしながらやってこれたことかなと思
います。

ある子どもさんは、とっても英語が得意
で、特別支援学校で、特別支援学校はSST、
要するに社会性をやりますということで、
家庭で個別に支援しながらで勉強して、得
意なほうへ進むんだということですね。こ
の子どもさんも、大きくなってから出会っ
て、笑い話のように、「何回救急車呼んだ
かわからへんな」と。駅のホームでくるっ
と回ると、ホームの先に頭が挟まってしま
って、もう全員で引っ張っても抜けないん
で、救急車呼んだとか、限りなくエピソー
ドがあるんですけど、そういう多動の方で
す。でも、この子は、本当に、赤で書いて
いますように、そこの学校の研修会に行っ
たときに、「１年生にこんな子いるんだけ
ど」って校長先生から相談を受けて、この
人は、TEACCHとかSSTのところから入っ
たんですけど、そういうところから早期に
対応して、そうすると、お母さんは、ずっ
と心配されていましたが、自分で普通に進
路をとっていけるところまでになられまし
た。

反抗挑戦性のADHDの場合は、この方
の場合は、問題がものすごく大きくなって、
学校の中で、もう何度警察に入ってもらっ
たかわからないというような状況でしたが、
最終的に、親御さんが、いろんな経緯の中
で、親が頑張っているということで、その
あたりから、とても適応につながったんで
すけれども、簡単な話だけしています。こ
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の子どもさんは、小学校の５年生で不登校
が始まって、５年の終わりごろにカウンセ
リングでお出会いして、言葉はほとんどし
ゃべらないんです。言葉が出ないんじゃな
いんだけど、ほとんどしゃべらないんです。
それで、アートセラピーで、いろんな色を
使ってアートをしていまと、ものすごく色
彩感覚がいいんです。ずっとそれを続けて
いて、特別支援学校でもものすごくいい先
生に出会って、自由にさせてもらったり伸
ばしてもらったりして、自分で個展を開い
たり、そういうふうに個性を発揮され、お
母さんも、この子と一緒にと自信をもたれ
ました。

アスペルガーのタイプの方の抽象画、こ
の子どもさんも、さっきの例のように、特
別支援学級にすごく抵抗があって、いろん
な経緯があったんですけど、非常に得意な
ものを伸ばすという。クラブの先生が、パ
ニック発作とかいろんなことが起こるんで
すけど、ずっと連携しながらクラブを続け
させてもらって、いろんな症状への心理的
支援も一緒にやりながら、好きなほうへ進
んだということですね。

このタイプの人はすごく多いと思うんで
すが、いわゆる、著名なITの先駆者って、
たくさんいらっしゃいますよね。アスペル
ガータイプの方とかいらっしゃるんですけ
ど、小学校のときから自分の部屋にひきこ
もって、こんな分厚いベーシックなコンピ
ューターの本を全部読み尽くして、中学校
では、不登校の時期があったりしたんです
が、通常学級の子どもさんだったんですが、
特別支援学級の先生がとても協力して下さ
り、そこで勉強するメニューなんかをつく
ってくださって、それに合わせて、少しず
つ登校できるようになって、まれに見る才
能を生かして、すごい専門になっていった
という方があります。

例えば、自閉症とかで言葉が出ないとい

うような子どもさんに、買い物ができて電
車に乗れたらいいので、勉強はゆっくり、
というお考えの方もいらっしゃったりする
んですけど、学習支援そのものがいろんな
ことにつながっていくという姿勢で、私は
やっています。

もちろん、一番最初は、支援に入ってく
れる人にも、「愛着形成、愛着形成」って
助言し続けて、全く言葉が出なかった子ど
もさんが、１年、２年と、すごく目覚ましく、
１本の線しか書けなかった子が、いろいろ
な自由画、写実的なものまで描けるように
なった。

絵にいろんな特徴がありまして、「一本
の実のなる木をお描きください」と言って、
一般的には、一般の木とか何の木という人
も。リンゴとかをイメージしながらいっぱ
いに描くとかあるんですけど、発達特性の
ある方は、何か非常に特化したものを描か
れることがよくあります。

この家族の絵と学校の絵ですけれども、
学校の絵も学校の図面よりもすごく詳しい
ぐらいに。でも、人間が出てこないんです
ね。このお嬢さんですけれども、友人関係
のトラブルで、小学校も３回転校し中学校
も。非常に頭がよくて進学校に行くんです
が、何回か転校し。言葉がすごく得意だっ
たので、得意な法律のほうへ行かして。そ
の後、社会適合のところでどうかというの
は、すごく個人差がありますが、早期介入
が適切だった人はたいてい予後はよいとい
うことにつながります。

このアスペルガーの子どもさん。この方
の場合は、ここに書いているように、親御
さんが、障害というか診断そのものは認め
ません、受け入れませんということで、一
切本人にも告知はないということで。学校
生活でいろいろなトラブルとか苦労しまし
て、このときに描いてくれたのが、この木
の絵です。こういう特性がいろんなところ
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から出てくるということで、広汎性発達障
害とか発達障害のところと、いわゆる総合
失調症とか精神疾患とかの見きわめとか、
場合によっては、専門家でも、初めはアス
ペルガーの診断をしましたけど、統合失調
症でしたとか、逆だったりとか。でも、基
本はそうじゃなくて、いろんな可能性があ
れば、それを想定しながら、どれも見て
いって、どうだったというぐあいにやって。
この人はいろんな木を描くんだけど、人を
描いてくれない。でも、人を描いてあるん
だけど、木ですというね。いろんなことは
サインとして生かされました。

この人も、自分でも振り返って、この
十何歳のときの家族の絵は、「このときは、
一番僕はやばかったですね」って。外から
人にずっと見られていますというふうな感
じなんですけど、そういう形でサインにな
りましたということです。

もう時間が来てしまったので、こういう
形で申し訳ありませんが、ここで一旦終わ
らせていただきたいと思います。
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